
看護学部 卒業生アンケート
実施報告

2021.10.26ﾝｸﾞIR推進室

対 象 者 ： 卒業後3年、5年経過した卒業生全員
（2015年度卒業生 88名、 2017年度卒業生 96名）

目 的： 卒業後の進路・就職状況等から本学における教育成果や効果を検証し、
今後の教育や学生支援の改善を図るための参考資料として活用する。

（※私立大学等改革総合支援事業要件）

実施方法： Webアンケート（google フォーム® ）

実施期間： 2021年8月30日 ～ 9月21日（回答数 55 件：回答率30％）



回答者の属性（卒業年度）

内訳）
＊２０１５年度卒

一般入学 31名
学士編入 3名

＊２０１７年度卒
一般入学 14名
学士編入 7名



現在の職業等



本学での学びにより、どの程度身についたと思いますか？

DP1：キリスト教の愛の精神に基づき、
あらゆる対象者を理解し、援助
関係を形成する能力

DP2：保健医療福祉においてリーダー
シップを発揮し、協働する能力

DP3：物事を深く探究する能力

DP4：根拠に基づきあらゆる対象に
最適な看護を実践する能力

DP5：専門職として倫理的な態度を
身につけ研鑽し続ける能力

DP6：グローバルな視点を持ち、健康
課題を捉える能力

DP7：看護の対象に最適な看護を提供
することを目指し、看護実践の
改善に関与する能力

ディプロマポリシー（7項目）達成度調査

（n=55）



ディプロマポリシー達成度（卒業年度別）

DP１

2017年度卒業生：n=21
2015年度卒業生：n=34

DP２

DP３

DP４

DP５

DP６

DP７



大学に対する評価（4項目）

①身近に看護を学ぼうとしている人がいた場合、本学を勧めたいと思いますか？

②本学での学びや経験は、その後のキャリア形成や社会生活全般において
役立っていると思いますか？

約９割の卒業生が
本学を勧めたいと
回答。

ほぼ全ての卒業生
が本学の学びが役
立っていると回答。

2015卒業生＋2017卒業生 n=55



③本学で得た人とのつながりは、その後のキャリア形成や社会生活全般において
役立っていると思いますか？

④本学卒業生であることを、誇りに思いますか？

９割の卒業生が
役立っていると
回答。

ほぼ全ての卒業生
が本学出身である
ことを誇りに思う
と回答。



その他

①在学時、教員や他の学生との人間関係は
円滑で良好なものでしたか。

②現在、困ったことや悩みなどがあった時、
相談にのってくれる人は誰ですか？（複数回答あり）

約９割の卒業生が
人間関係が良好で
あったと回答

現在も本学で築い
た人との繋がりが
強い


